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我々は Si フォトニック結晶導波路 (PCW) 光偏向器とその LiDAR 応用を研究している．

光ビームの送信に関しては，表面回折格子構造 1)や二重周期構造 2)をもつ PCW の特性を報

告しているが，受信についてはこれまでは未検討であった．観測対象からの反射光は半球面

状に散乱するので，受光強度を高めるためには大きな (長尺な) 受信器が必要となるが，単

に長くすると PCW の損失 (α = 10 dB/cm) の影響が大きい．今回はアレイ状に分割した受信

器で受光し，Si 細線とカプラで合波する構成 (図 1(a)) を検討した． 

分割受信器の合計の長さを L，分割数を N，受信器の隙間を g (= 35 µm)，カプラの損失を

0.2 dB とすると，N = 1 では L > 0.5 cm で受信強度が飽和するが，N = 16 だと L = 3 cm の長

尺化で 6 倍の強度が得られる (図 1(b))．波長 λ = 1.55 µm，ピッチ p = 3 mm のとき，受信角

度 θ に対してカプラで合波される受信強度の変化を図 2 に示す．位相アレイと同様に，位相

整合条件で受信信号のピークが現れるので，送信側の解像点の角度をこれに合わせるとよ

い．また，送信角度と受信角度の視差は，対象物までの距離 Rに対する受信強度を変化させ

る (図 3)．基本的に遠距離ほど光の散乱が大きいので受信強度は小さいが，遠距離で視差

が 0 になるように各光偏向器の角度を最適化すると，近距離では視差により強度が低下す

る．Lが長いほどこれが顕著であるが，逆に距離に対して強度の変化を抑制する効果がある． 

本研究は JST-ACCEL プロジェクトの援助を得て行われている． 
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図 1．分割受信器と受信強度 図 2．受光角度と受信強度 図 3．視差の影響 
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